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【足立区地域包括ケアシステム推進会議】概要 

会 議 名 令和８年度 第 1回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

事 務 局 福祉部高齢者施策推進室高齢者はつらつ支援課 

開催年月日 令和８年６月９日（火） 

開 催 時 間 午後 ２時 ～ 午後 ４時 

開 催 場 所 足立区役所 ８階 特別会議室 

出 席 者 

酒井 雅男 会長 榊󠄀原 美樹 副会長 山下 俊樹 委員 

賀川 幸英 委員 佐藤 浩史 委員 花田 豊實 委員 

和田 庸右 委員 白井 良一 委員 塩谷 総吾 委員 

羽田 雅代 委員 木村 輝明 委員 小浦 梓 委員 

山ノ内 聖一 委員 谷 将之 委員 大竹 吉男 委員 

内山 清 委員 岡部 京子 委員 内藤 久子 委員 

結城 宣博 委員 堀 崇樹 委員 茂木 聡直 委員 

伊東 貴志 委員 半貫 陽子 委員 稲本 望 委員 

高橋 冬子 委員 小峯 直樹 委員 黒岩 真吾 課長 

尾崎 達行 係長 福田 友樹 係長 佃 美幸 係長 

千ヶ崎 純子 係長 高橋 鉄明 係長 高柳 麻矢 係長 

大滝 弥生 係長 河井 達弥 係長 宮崎 明己 主任 
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欠 席 者 

白川 泰之 副会長 山中 崇 副会長 粟田 主一 副会長 

内山 真 委員 鈴木 康大 委員 廣島 高志 委員 

鈴木 勉 委員  塚本 きみ子 委員  馬場 優子 委員 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 別紙のとおり 

そ の 他 
・次第 

・委員名簿 

・足立区地域包括ケアシステム推進会議資料 
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〇尾崎計画調整係長 それでは、定刻にな

りましたので、ただいまより令和 8 年度第

1 回足立区地域包括ケア推進会議を開催い

たします。 

本日はお忙しいところ、ご出席いただき

まして誠にありがとうございます。私は、

本日司会を務めます高齢者はつらつ支援課

の尾崎と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

議事に入る前に、この度委員の交代がご

ざいましたので、ご報告をさせていただき

ます。本来であれば、新委員の方に、委嘱

状の交付とご挨拶をいただきたいところで

はございますけれども、お時間が限られて

おりますので私の方から所属とお名前のご

紹介のみとさせていただきます。お名前を

呼ばれた委員につきましては、お手数です

がその場にてご起立をお願いいたします。 

まず、足立区高齢者福祉施設連絡協議会 

会長 木村輝明様。 

〇木村委員 はい、どうぞよろしくお願い

いたします。 

〇尾崎計画調整係長 続きまして、 

足立区民生・児童協議会第 17 地区会長  

岡部京子様 

〇岡部委員 はい、よろしくお願いいたし

ます。 

〇尾崎計画調整係長 また、本日ご都合に

より欠席ではございますが、お名前を紹 

介させていただきます。 

足立区友愛クラブ連合会  

塚本きみ子様 

続きまして、区職員の選出委員のご紹介

でございます。 

稲本望建築室長 

〇稲本建築室長 稲本でございます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

〇尾崎計画調整係長 高橋冬子医療介護連

携課長 

〇高橋医療介護連携課長 高橋です。どう

ぞよろしくお願いします。 

〇尾崎計画調整係長 ご紹介は以上でござ 

います。改めて皆様どうぞよろしくお願い 

いたします。 

続きまして、3 点連絡をさせていただき

ます。 

まずは、机上にお配りしております資料

の確認でございます。 

資料 1 番上の【席次表】から順に【次第】、

【委員名簿】、【足立区地域包括ケア推進

会議の各部会における主な検討事項】、続

いて各種案件の資料、「健康寿命をのばす

16 のすすめ」のパンフレット、別冊「令和

7 年度足立区地域包括支援センター地域包

括ケア会議実施報告書」、最後に「あだち

脳活ラボのリーフレット」になっておりま

す。 

なお、本日の議事は【議題】が 3 件、【報

告事項】が 5 件、【情報連絡】が 3 件とな

ります。会議の途中で資料に不備や不足等

がございましたら、お手数ですが 、事務局

までお声かけをいただきますようお願いし

ます。 

続いて 2 点目、会議の進行についてです。 

会議時間と案件数を考慮しまして、効率的

な会議の運営を行うため、議題及び報告事

項は、事務局及び担当所管課からご説明を

させていただきます。その後、質疑応答を

行わせていただきます。 

情報連絡事項につきましては、説明を省

略させていただき、最後に情報連絡事項を

含めて、全体の質疑をお受けするという形

を取らせていただきます。 

3 点目は会議進行中のご発言についての

お願いです。ご発言の際には、お手数です

が、お手元のマイクのスイッチを入れてい
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ただき、所属とお名前からご発言をお願い

いたします。終了後はマイクのスイッチを

忘れずにお切りください。 

長くなりましたが以上事務連絡でござ

います。皆様から活発なご意見・ご質問を

いただくため、ご協力のほどどうぞよろし

くお願いいたします。 

本会議では、足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議条例第 7 条により、委員過半数

の出席によって成立をすることとなってお

ります。 

本日は、定足数を満たしているため、会

議を成立していることをご報告いたします。 

また、本日の会議の会議録は公開をする

こととなっております。記録の関係上、録

音及び資料用の撮影をさせていただきます

のであらかじめご了承ください。 

それではよろしいでしょうか。 

それでは議事に入る前に、酒井会長にご

挨拶をお願いいたします。 

〇酒井会長 はい、皆様こんにちは。 

今日は、令和 8 年度の地域包括ケア推進

システム推進会議の第 1 回ということで、

お忙しい中お集まりいただきまして、活発

なご意見をいただきたいと思います。本日

は、配付資料にもございます通り、推進会

議の各部会で、今年度進めていくべき様々

な検討事項についての報告と介護予防事業

に関しての再構築、そういう様々な新たな

展開等についての話となります。また、こ

の足立区の地域包括ケアシステム推進会議

の根拠となる行政の部署である高齢者施策

推進室というものが新たな組織になり、本

格的な第１回となりますので、皆様ご意見

等を活発にいただき組織を更生なものとし

ていきたいと思います。本日はよろしくお

願いいたします。 

それでは、よろしいですか。 

〇尾崎計画調整係長 はい。ありがとうご

ざいました。それでは進行を酒井会長よろ

しくお願いいたします。 

〇酒井会長 はい。それでは早速議事を進

行してまいりたいと思います。 

本日の議事は、お手元の次第の通りです。

まず議題について、各部会での検討事項 

について、事務局から説明をお願いいたし

ます。議題 1 は、はつらつ高齢者部会に関

わる案件となります。「介護予防事業の再

構築に向けた検討について」事務局から説

明をお願いしたいと思います。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 はい、事

務局の黒岩でございます。 

介護予防事業の再構築向けた検討につ

いてというところで、お手元にありますパ

ンレット「16 のすすめ」も関連するところ

になりますので、一緒にご覧になりながら

報告させていただきたいと思います。 

こちら令和 9 年度介護予防事業再構築に

向けて事業内容の見直しの検討を行いたい

と思っております。内容としましては、は

じめてのフレイル予防教室、こちらの「16

のすすめ」のパンレットですと、9 ページ

にありますが、昨年度も地域包括ケアシス

テム推進会議とはつらつ高齢者部会で議論

いただきまして、はつらつ教室やみんなで

元気アップ教室、こちらの内容を検討させ

ていただいて、「16 のすすめ」のパンフレ

ットにも載っているところでございます。 

令和 8 年度につきましては、はじめての

フレイル予防教室の事業内容についてとい

うところで、右側の 10 ページに書いてあり

ますとおり、足立区では介護認定を受けて

いない 65 歳以上の方を対象に、3 年に 1 度

介護予防チェックリストをお送りしていま

す。その結果、フレイル予備軍と判定され

た方につきましては、地域包括支援センタ
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ーが案内する短期集中型のはじめてのフレ

イル教室に参加していただくことができま

す。プログラム例に記載の通り、フレイル

予防に大切な運動・栄養・口腔について、

身につけていただく教室という形になりま

す。教室終了後はご自身で取り組んでいた

だくことを目的に実施しているところでご

ざいます。しかしながら、資料 3 現状にあ

ります通り、令和 4 年度と 7 年度を比較し

て、フレイル予備軍の割合が増加している

というところでございます。また、令和 4

年度の教室参加者は 695 人いましたけれど

も、こちらのうち令和 5 年度から令和 7 年

度に介護予防チェックリストを回答してい

ただいた 428 人の方、そのうちの 206 人、

約 48%になりますが、生活機能、運動機能、

栄養、口腔いずれかの機能低下が見られた

ということです。もちろん、加齢と共に各

機能の低下は免れないところですが、ご自

身で介護予防を継続して実施していただく

という目的のために、資料 1 にも記載の通

り、セルフマネジメント力の向上を重点に

おいた事業内容について、このはつらつ高

齢者部会の中で協議検討していくことをお

願いしたいと考えております。事務局から

の説明は以上となります。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

ただいまの説明について、ご質問等をい 

ただければと思います。時間をたっぷり取 

ってありますので、議題 1 についていかが 

でしょうか。 

それでは私から先によろしいでしょうか。 

この議題 1 を読んで、なるほどと、事業

概要、現状という分析をされているなと思

いましたが、本当に細かい点ですけれども、

「フレイル予備軍」という言い方、これは

何か法的にフレイル予備軍というような言

い方、一般的な言い方になるのでしょうか。 

〇福田高齢者はつらつ支援係長 はい、ご

質問ありがとうございます。高齢者はつら

つ支援係福田よりお答えをさせていただき

ます。先ほど黒岩の方からも説明させてい

ただきました通り、3 年に 1 度、介護予防

チェックリストを 65 歳以上の区民の方に

お送りさせていただいております。この中

で、運動機能、栄養、口腔、閉じこもり、

あと認知症、5 つの基本チェックリストの

項目がありますが、その中で 1 つでも低下

しているという結果が出れば、フレイル予

備軍という形で位置づけております。その

方がはじめてのフレイル予防教室の対象と

なりまして、ホウカツの方に勧奨していた

だいて参加の方を促していただいていると

い形になります。以上です。 

〇酒井会長 はい。今の区の方の回答をふ

まえていかがでしょうか。はい。 

〇山下委員 医師会の山下です。このフレ

イル予防教室、これの効果の判定というの

はどのようにする、している、あるいはす

る予定なのかを教えていただければと思い

ます。 

〇福田高齢者はつらつ支援係長 はい、ご

質問ありがとうございます。高齢者はつら

つ支援係福田の方から回答させていただき

ます。 

山下委員おっしゃられた通り、効果とい

うところでは、区の方でそこの分析という

のが、はっきりとできていないのが実情で

す。3 年に 1 度この介護予防チェックリス

トをお送りさせていただいておりますので、

その中で今回の結果を見た時に、議題の（1）

の 3 にも載せさせていただいておりますと

おり、現状といたしまして、令和 4 年度で

あれば 695 人教室に参加をいただいて、令

和 5 年から 7 年度のチェックリストで 428

人回答いただいた中で 206 人、約 48%で低
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下が見られたというところですが、そこの

原因についての後追いも今、はっきりとで

きていないというのが現状です。また、後

ほど報告の方でもあげさせていただきます

が、あだち脳活ラボの登録者がどんどん増

えております。「はじめてのフレイル予防

教室」、「パークで筋トレ」などチェック

イン機能を利用していただき、区のどのよ

うな介護予防事業に参加されているかを確

認できるようになりました。また、介護予

防チェックリストであったり、あとはまだ

確定ではありませんが、検診のデータなど

を色々交えた上で、そこでクロス集計など

をして分析ができないかというところを今、

検討しておりますので、委員がおっしゃる

ように、後追いというところを大事に今後

課題の検討、解決に向けて取り組んでいき

たいと考えております。以上です。  

〇酒井会長 よろしいですか。 

はい。他いかがでしょうか。それでは、

先に進めていきます。 

続いて議題 2 にまいります。 

認知症施策推進部会への案件になりま

す。「認知症当事者同士の支援（ピアサポ

ートづくり）の仕組みづくりについて」を

事務局から説明をお願いしたいと思います。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 はい、事

務局の高齢者はつらつ支援課長の黒岩でご

ざいます。認知症者当事者同士の支援やサ

ポートの仕組みづくりについて議題であげ

させていただいております。 

本年、4 月 1 日に「足立区認知症ととも

にいつまでもこのまちで条例」を施行させ

ていただきました。こちらを踏まえまして、

条例が示す理念に基づいた認知症施策、こ

ちらを推進していくために、特に認知症当

事者同士の支援ピアサポートの仕組み作り

について協議をさせていただきたいと考え

ております。 

中身といたしましては、認知症当事者同

士の支援というところで、現在、本人ミー

ティング、こちらの方をホウカツとも協力

しながらやっております。本人ミーティン

グというのは、認知症の本人が集まって、

自らの体験を語りながらで、本人同士が主

になって自分たちのこれからのより良い暮

らしや暮らしやすい地域のあり方を語り合

うという事業になっております。こちらの

現状分析及び課題抽出、区の方でも課題に

思っているところがございますので、その

部分について共有をさせていただきながら、

今後の事業展開について、そして仕組みづ

くりについて、考えていきたいと思ってお

り、議題としてあげさせていただきました

ので、(2)にありますように、この必要な施

策の検討、そして（3）にありますように、

施策実施の方向性について、一定の結論を

出したいと考えております。 

現状としまして、背景ですが、足立区認

知症条例、令和 8 年 4 月から施行されたと

ころです。条例で示す区の責務として、こ

れまでに別紙 2、表としてまとめさせてい

ただいているもので、少し別紙 2 という文

字が出にくくなっておりますが、横・縦が

横になっているものです。こちらの方で現

在実施している認知関連事業を去年までの

部会等も含めて整理させていただきました。

その中で、特に（5）のところで、認知症の

人が意見を発信し、社会に貢献する機会確

保のための施策というのが、この別紙 2 の

1 枚目の裏側に（5）としてございます。そ

の中で本人ミーティングというものがあり

まして、他の類似する認知症カフェだとか、

おりがみカフェだとかそういうところでも

本人意見等を発信はしていますが、このメ

インのところが本人ミーティングというと



7 

 

ころでやらせていただいているところです。 

最初の現状のところに戻りまして、ただ、

ミーティングの事業をやってはいますが、

認知症当事者同士が自らの経験を元に当事

者の相談に乗るような活動にまでにはなっ

ていないというような状況になります。 

（4）としてそれとは別に、令和 8 年度中

に計画の方「足立区認知症施策推進計画」、

こちら「高齢者保健福祉計画・第 10 期介護

保険事業計画」も策定をしているところで

すが、そちらとの整合性を取りながら、こ

の認知症施策推進計画を策定していきたい

と考えているところでございます。計画に

ついては、ここで一体的にとさせてはいた

だいているところですが、区民の皆様にし

っかりとお目通しいただけるように、例え

ば、別冊にして作るとか、そういうことも

今検討しているところでございます。その

内容につきましては、こちらの部会に報告

をさせていただきたいと考えております。 

というところで、3 の課題のところです

が、最も支援が必要な診断直後に当事者同

士の支援につながりにくいというところで、

空白の期間というところがございますので、

そちらの方を頭に入れて対策をしたいとい

うところです。そして、本人ミーティング

の実施により、今現在チラホラとですが、

認知症当事者として自らの体験を元に他の

当時者の相談に乗れるような方も出てきて

いるところですが、その活動の場を準備す

ることができていません。このため、今後

の施策の方向性を議題にあげさせていただ

きました。事務局からのは説明は以上にな

ります。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。 

それでは、ただいまの説明を受けまして

ご質問等をいただければと思います。これ

は条例を受けて、本人同士のミーティング、

1 つの目標値、仕組みの中に位置づけてい

こうということで、かなり大胆な提案にな

のかなと思いますが、今後の展開になりま

すね。それでは、今のご説明いただいた点

につきまして、今後、認知症施策推進部会

の方におきまして議論を深めていただきた

いと思います。 

続いて議題の 3、地域包括支援センター

運営協議会に関わります。令和 8 年度地域

包括支援センターの業務委託評価の実施に

ついて、事務局の方から説明をお願いいた

します。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 はい、あ

りがとうございます。事務局の黒岩でござ

います。令和 8 年度の地域包括援センター

の業務委託評価の実施について議題にあげ

させていただきました。 

改めてですが、足立区内地域包括支援セ

ンターいわゆるホウカツですが、区内に 25

か所ございます。そちらで日頃から高齢者

の体の心配事とか、介護のこととかを相談

や訪問により、色々と行っていただいてい

ます。区では業務委託で実施しておりまし

て、企画の継続ができるかどうかも含めて、

事業内容の評価を行っております。本年も

評価を実施するために、評価方法につきま

して、協議事項として上げさせていただき

たいと考えております。 

内容といたしましては、1 の地域支援セ

ンター運営協議部会への協議事項に書いて

あるとおり、（1）業務委託評価の実施とい

うことで、まず評価委員の選任、そして実

施計画、実施方法は別紙 3 のとおりですが、

これは地域包括支援センターを実施してい

く上で、評価を含めた PDCA サイクルの図に

なっております。左上のところが今現在に

近いところで事業計画を立てる。これは 3

月・4 月でやっていただき、今現在は所管
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課の方で各ホウカツと各事業担当も含めな

がらヒアリングを行っていまして、この計

画について揉んでいるところでございます。

そして、右にいっていただくと、事業計画

を実行する段というところで、その下がチ

ェックというところで、これが履行状況を

評価するというものになります。そして、

左側、業務改善を行って、また次の年度に

入るというような形になっております。 

8 ページに戻っていただいて、（2）評価

結果及び公表というところでございます。 

評価結果につきましては、まず審議・承

認していただきまして、評価結果の公表方

法まで決めるということになります。そし

て、（3）が効率的な評価方法の検討という

ところで、今現在、地域包括支援センター

は一部プロポーザルによって事業者を選定

しているというところでございます。これ

は、順次、年 3 か所ずつ、今現在進めてお

りまして、令和 14 年度に全ての地域包括支

援センターはプロポーザルにより選定が終

わり、令和 15 年度からこの体制で実施する

という形になります。そのプロポーザル関

係の評価、これが②ですが、従来元々やっ

てきていた①の介護保険法に基づく事業の

質を高めるための業務委託評価、このよう

に 2 つの評価ありまして、目的が異なるの

で内容が違って当然なところではあります

が、これをより効率的に実施するというと

ころでこの評価方法についても検討をさせ

ていただきたいと考えております。 

2 業務委託評価の目的については、記載

のとおりでございます。3 の業務委託評価

の根拠法令も記載のとおりでございます。

今年度の業務委託評価を実施させていただ

きたいため、議題としてあげさせていただ

きました。事務局からの説明は以上となり

ます。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

ただいまの説明について、ご質問等ござい

ますでしょうか。評価方法について、かな

り細かく詳しく挙がっていますので、特に

効率的な評価方法の検討、目的が異なる 2

つの評価部分が最も必要になるということ

でした。今回はどのような取り組みを持っ

て進めていくかということでありますので、

部会の方で進めていってだきたいと思いま

す。それでは進行を進めたいと思います。 

次第の 3 報告事項です。報告事項（1）令

和 7 年度地域ケア会議推進事業の実施報告

について、報告事項（2）令和 7 年度医療介

護連携推進事業の実施結果について、この

2 つにつきまして医療介護連携課長の高橋

委員より一括して説明をお願いしたいと思

います。 

〇高橋医療介護連携課長 では私の方から

令和 7 年度の地域ケア会議推進事業の実施

報告についてご説明させていただきます。 

 資料は 10 ページをご覧ください。まず地

域ケア会議ですが、こちらは地域包括ケア

システムを実現させる手法としまして、平

成 25 年度から地域包括支援センターが主

催となり高齢者の孤立社会の解決ですとか

支援者間のネットワークを構築するなどの

目的で実施しているものでございます。令

和 7 年度は全 25 の地域包括支援センター

が実施し、実施回数は計 43 回となりまし

た。会議の実施内容及び集計結果につきま

しては別冊の報告書をご覧ください。 

報告書１ページとなります。まず地域ケ

ア会議のまとめとして、課題と対策。個別

事例に含まれていた課題の中では、1 番認

知症が多く、ついで引きこもり・孤立、サ

ービス拒否といった順に課題が多く含まれ

ておりました。 

続けて資料 2 ページになります。地域ケ
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ア会機で提起された地域課題と対策・支援

策につきまして、まず、先ほど１番個別課

題で多かった内容とする認知症につきまし

ては、地域課題の中に認知機能の低下によ

り消費者被害にあいやすい、歩き回ること

による行方不明や近隣宅への侵入といった

トラブルの発生があるといったことが提起

されました。それに対する対策・支援策と

しましては、見守りキーホルダーの活用や

玄関への目印の設置による視覚的支援、ま

た、認知症サポーター養成講座などの実施

により地域全体の理解を深めるといった策

が挙げられました。 

資料 3 ページにつきましては、令和 7 年

の 9 月までに開催しました 29 の事例を分

析した結果となります。 

続けて資料 4 ページからとなりますが、

各地域包括支援センターの地域ケア会議の

実施報告になります。こちらが 4 ページか

ら 14 ページまであります。各地域包括支援

センターでの実施報告となりますので、後

ほどご覧ください。 

続きまして、3 あだち人生いきいき会議

の開催状況、資料は 15 ページからになりま

す。こちらは、近年の要支援者を中心とし

た軽度者の増加傾向を踏まえて、区の方で

令和 3 年度からブロック単位で自立支援介

護予防に向けた地域会議、そしてあだち人

生いきいき会議を総称して開催しているも

のです。資料 15 ページにつきましては、各

ブロックごとの事例と検討内容と結果が記

載されております。 

続きまして、資料 18 ページ、こちらがま

とめとなりますが、あだち人生いきいき会

議で検討された課題の概要と生活課題・地

域課題の種の抽出結果となります。アにつ

きましては、事例検討会の概要と分析、ま

た、イにつきましては地域課題の種の抽出

としまして、課題の 5 つの点が明らかにな

りエリア全体で取り組むべき生活課題、地

域課題の種の抽出がございました。 

続きまして資料 19 ページからとなりま

すが、こちらは本資料 10 ページの 3 番と

なりますが、令和 7 年度におきましては、

足立区の在宅療養推進協議会において、初

めて地域ケア会議の開催報告と意見交換を

実施させていただきました。資料 19 ページ

からとなります。まずこちらは、地域ケア

会議から見える足立区の地域課題について

ご説明をさせていただきまして、資料の 20

ページ、なぜ地域ケア会議が地域の課題を

解決する必要があるのかということを踏ま

えて、まず何よりも現場の困り事が集約さ

れている、あと支援の隙間・制度の限界を

補うために、また、多種多様な連携が不可

欠であり、それをふまえて住み慣れた地域

で暮らし続ける環境を整備する必要がある

ためというまとめで提起させていただいて

おります。 

続けて資料 22 ページとなります。令和 7

年度地域ケア会議における中心課題として

は、3 大課題としまして、認知症、精神疾

患、孤立が挙げられました。在宅療養推進

協議会の後半では、この 3 つの課題につき

まして、多職種の皆様からご意見を頂戴し

ております。資料は 25 ページからとなりま

す。精神疾患につきましては、足立区医師

会、また、足立区介護サービス事業者連絡

協議会からご意見を賜りまして、26 ページ、

27 ページにありますが、法律について、ま

た、認知症の理解や活躍の促進について、

各団体の方からご意見を頂戴しました。 

これを踏まえまして、今後の方向性につ

きましては、本資料 10 ページに戻らせてい

ただきますが、（1）地域ケア会議での課題

を正しく足立区在宅療養推進協議会におい
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て報告・共有をし、課題解決に向けて引き

続き取り組んでまいります。また、令和 8

年度第 1 回目の医療介護スキルアップ研修

では、早速、令和 7 年度課題として上がり

ました精神疾患を抱えた方への対応ですと

か、「支援チーム間の連携について」をテ

ーマにして、事例検討を実施し、支援チー

ム間の連携を強化してまいります。地域ケ

ア会議推進事業の実施報告につきましては

以上となります。 

続きまして、資料 11 ページ、令和 7 年度

医療介護連携推進事業の実施結果について

報告させていただきます。 

こちらは、在宅医療と介護を一体的に提

供する際に、医療・介護連携推進事業、研

修などを具体的に実施したものの報告とな

ります。1 医療介護連携研修ですが、こち

らは医療介護スキルアップ研修、多職種連

携研修などに参加してくださった団体別の

参加者数等があります。令和 7 年度におき

ましては、940 名の方にご参加いただきま

した。令和 6 年度よりも 144 名も増えた参

加となってございます。資料 12 ページをご

覧ください。実施結果につきましては、医

療介護のスキルアップ研修ですとか多職種

連携研修などの開催の目的と開催結果につ

いて記載をさせていただいております。 

資料 15 ページに進みます。一方で、区民

向けの在宅療養講座も実施いたしました。

こちらは訪問型の医療や介護サービスを利

用しながら、住み慣れた地域で自分らしい

暮らしを続けることを目的に、区民の理解

を深めるために、2 回開催いたしました。

多くの区民の方にご参加をいただきました。 

資料 16 ページとなります。また、在宅区

民への啓発の 1 つとしまして、資料の 4 在

宅療養啓発紙を発行いたしました。こちら

は区民の方に在宅患者の支援内容を周知す

ることで関心と安心を高めていただき、在

宅療養を選択の 1 つとして考えていただけ

るきっかけとしたく作成をしたものです。

令和 8 年の 1 月に 1 万部作成をいたしまし

て、現在区内の医療機関、医療介護機関で

すとかイベントなどで配付をさせていただ

いております。 

資料 17 ページになります。5 番 MCS 操作

研修会です。MCS、こちらは「メディカルケ

アステーション」の略です。現在患者さん、

利用者の情報を共有する医療介護関係者専

用の連携ツールを活用しております。令和

7 年度におきましては、この研修を 4 回実

施しまして、59 名のご参加をいただきまし

た。今後の方針としましては、まとまった

研修のスタイルを行うだけではなく、出張

型またはホウカツ単位での研修の開催支援

について実施をしていく方向でおります。 

以上、全体のまとめとしましては、まず、

在宅医療と介護を一体的に提供していくた

めには、体制の充実を図る必要があります

ので、研修の機会は非常に重要なことと考

えております。今後もメンバーが固定しな

いよう工夫しながら、アウトリーチなども

工夫しながら実施をしていきたいと考えて

おります。また、在宅療養推進協議会や参

加者の意見を伺いまして、連携課題の解消

につながるテーマや内容を研修などで実施

しまして、医療介護連携の推進に取り組ん

でまいります。説明は以上になります。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

地域ケア会議推進事業については、会議の

実施報告書で細かく報告をしていました。

それから、医療介護連携事業の方は、各研

修を含めて細かく報告を受けたところです。

非常にボリュームが多いですが、皆様、気

になった点等質問したいことがございまし

たらお願いしたいと思います。かなり量が
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ありますので、質問もかなり難しいかなと

思いますが。 

〇榊󠄀原副会長 はい、ご報告ありがとうご

ざいました。地域ケア会議の実施報告書に

まとめられていること、とても大事なこと

だと思いました。 

それで質問ですが、冊子についてはホウ

カツの方に共有されているのかというのが

1 点です。それと、足立区在宅療養推進協

議会というところのお話がありましたが、

これがどういったものであるのかというこ

と、また地域ケア会議の課題検討会という

会議体がありましたが、それとの関係につ

いて、ご回答をいただければと思います。 

〇河井医療介護連携推進係長 はい、医療

介護連携推進係の河井と申します。初めに、

地域ケア会議実施報告書ですが、こちらの

報告書の他に各ホウカツがそれぞれ実施し

たもう少し詳細な報告書もございますので、

そちらもあわせて 25 ホウカツの方には展

開をしております。皆様、他のホウカツの

内容を参考にして取り組んでいただくとい

うことで共有をさせていただいております。 

続きまして、在宅療養推進協議会ですが、

こちらは令和 7 年度に発足した協議会にな

りまして、医療介護の団体の代表者方にお

集まりいただき、昨年度年 4 回開催いたし

ました。こちらは在宅療養の全般、どうい

ったものを推進していくのかという協議の

ほか、区民啓発事業、先ほどの新規発行し

た在宅療養啓発紙という区民向けの広報誌

もありますが、そちらの内容についても、

皆様にご検討をいただいているというとこ

ろになります。 

地域ケア会議の課題検討会ですが、こち

らのホウカツ、足立区 5 ブロックに分かれ

ていますので、各ブロックの中から代表者

の方に出席をしていただいております。こ

ちらは 2 ヶ月に 1 回開催いたしまして、地

域ケア会議の進め方の他、先ほど在宅療養

推進協議会での報告の内容につきましても、

どういった内容で報告をしていくのか、ま

た、こちらの報告書の中にもありますよう

に、各意見の取りまとめ、そういったこと

を行っている会議体となっております。 

〇榊󠄀原副会長 はい、わかりました。あり

がとうございます。 

〇酒井会長 ほかいかがでしょうか。 

はい。私からですが、地域ケア推進会議

実施報告書ありがとうございます。別冊の

2 ページのところに地域ケア会議で提起さ

れた地域課題と対策・支援策というものが

ありまして、これで見ると認知症・引きこ

もり・サービス拒否・金銭管理・近隣トラ

ブル・精神疾患・生活困窮・障がい・精神

障がい者同居・ゴミ屋敷・老老介護・身寄

りなし・アルコールという風に地域課題と

してこういう分類がされていると思います

が、一つひとつがかなり大きな分類でして、

地域課題、いくつか挙がっていますが、こ

こに挙がっているのは主要なものなのか、

それともかなり様々なものがあっての中で

のものなのか、そういったあたりいかがで

しょうか。 

〇河井医療介護連携推進係長 はい。医療

介護連携推進係の河井です。こちらは、過

去ホウカツが開催した内容を分析しまして、

こちらの大きな括りにまとめたものとなっ

ております。 

〇酒井会長 実際はかなり細かく数の多い

課題提起があったということですね。 

〇河井医療介護連携推進係長 そうですね。

こちらにあるような分類以外にも、もっと

細かな課題はたくさんあるんですけれども、

大きくこちらの表にまとめ直したものとい

う風になっております。 
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〇酒井会長 もう 1 つ。横に対策・支援策

とありますが、これらについては、実際、

区の方として、何らかのフォローとかそう

いったものを提示していくとか、支援策の

展開という点についての協議等をされたの

でしょうか? 

〇河井医療介護連携推進係長 はい。こち

らの地域ケア会議自体に関係する所管の方

にもお声がけをさせていただき、出席をし

ていただいております。また、会議の結果

も所管の方にも報告をいたしまして、どう

いった形で地域会議の課題解決にむけて動

けるかというところも共有しているという

ところでございます。 

〇酒井会長 はい。あともう 1 つ。精神疾

患っていうのが中ほどにありますが、横の

対策支援策というところ、8050（はっせん

ごじゅう）問題に対応する、ハチゼロゴ－

ゼロっていうのですかね。対応するフロー

チャートの作成、これはどういうものなの

でしょうか。 

〇河井医療介護連携推進係長 はい。こち

らは引きこもり問題の部分のところで、フ

ローチャートの作成のところまでは、実際、

こちらで後追いができていないのですが、

ケア会議の検討の中で、そういったものを

今後作っていったらいいのではないかとい

うような意見が出たというところでござい

ます。 

〇酒井会長 あの、8050（はっせんごじゅ

う）っていうのですか。 

〇伊東福祉部長 ハチマルゴーマルです。 

〇酒井会長 ハチマルゴーマル、よく知ら

なかったものですから、8050 問題っていう

のは。 

〇伊東福祉部長 福祉部長の伊東でござい

ます。80 代の高齢の親御さんのところに、

50 代ぐらいのお子さんが一緒にいらっし

ゃって、そのお子さんたちが、例えば引こ

もりになっているとか、何かしら課題を抱

えているという世帯が多いということがあ

りますので、そういったものを総称して親

80、子供 50 の 8050 問題という風に聞いて

います。 

〇酒井会長 はい。フローチャートを期待

したいなと考えます。 

はい、それでは次に行きたいと思います。

報告の 3 になります。あだち脳活ラボの利

用状況と今後の事業展開について事務局か

らご説明をお願いしたいと思います。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 はい、事

務局の黒岩でございます。あだち脳活ラボ

と言いまして、先ほどからもお話が出てい

るとこではありますが、パンフレットを本

日お配りさせていただいております。折り

込んである方を広げると 1 枚になるパンフ

レットでございます。こちら、あだち脳活

ラボと申しまして、昨年の 4 月から本格的

に実施をいたしております。パンフレット

の中、見ていただきますと、左に書いてあ

る「いつでも、どこでも、誰とでも、お一

人でも、何回でも」というところで、主な

コンテンツとしまして、1・2・3・4 つござ

います。色々なイベントが検索できるもの

とあと脳トレの問題、フレイル予防になる

運動の動画、あと J-MCI と申しまして、こ

れは簡便な認知症リスクの判定ですけれど

も、13 の質問に答えるだけで、簡易ですが

認知症リスクを 3 段階で判定することがで

きるというものになります。 

右側をめくっていただきますと、スタン

プラリーというところで、これは今年の 3

月に新たにコンテンツとして追加したもの

ですが、足立区内歩いていけるところ、こ

ちらで選定をいたしまして、2 コース、ス

タンプラリーのコースを作っているところ
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でございます。このあだち脳活ラボにつき

ましては、LINE の友達登録をしていただく

と利用できるというものになりまして、パ

ンフレットに書いてあるような活動をして

いただくと、ポイントがゲットできるとい

うものになっております。こちらのポイン

トにつきましては、1 番最後のページ、ス

タンプラリーを折り込んでいただいたとこ

ろ、「期待される 3 つの効果」のページで

ございますが、「貯めたポイントを使おう」

ということで、使い方 1・2 がありまして、

使い方 1 が、クオカードペイが抽選で当た

るというものです。使い方 2 が、オリジナ

ルキャラクターをアバターとして、この

LINE の画面で使えるというものなります。

今までの実績から見ると、ほとんどこの 1

の使い方をされているというような状況で

ございます。 

パンフレット 1 番最後、裏側になります

が、他にもはつらつ測定会やあだち脳活ラ

ボ登録サポート会、スマホよろず相談をや

っております。はつらつ測定会は、これだ

け色々な場所でやっておりますけれども、

こちらに参加していただいている方のほと

んどは、あだち脳活ラボに登録していただ

いております。ご自身で結果等を確認する

ことができるというところで、これまでの

区の事業と少し一味違ったものの特徴があ

るのではと考えております。 

パンフレットの説明になってしまいま

したけれども、本資料の方にお戻りいただ

きまして、19 ページになります。報告 3 と

いたしまして、あだち脳活ラボの利用状況

と今後の事業展開についてというところで、

下のようになっております。特に 1 の利用

状況のところですが、令和 7 年度から始め

まして、65 歳以上の登録者数、こちらに目

標を設けまして、3,500 人という目標でや

っておりました。それにつきまして、（1）

アに書いてある通り、全体の約 67%が 65 歳

以上で 5,013 人の登録を達成することがで

きました。今年度につきましては、7,000 人

を目標に取り組んでいくところでございま

すけれども、様々な利用状況をまとめさせ

ていただきましたので、報告させていただ

きます。 

登録者数といたしましては、年齢は先ほ

どの話になりまして、性別につきましては、

全体の 28.6%が男性ということになってお

りまして、他の介護予防事業ですと、女性

が多いということがございますが、それに

比べると、少数ではありますが、男性の割

合が比較的高いというような事業になって

おります。（2）が先ほど申し上げました簡

便な認知症のチェック J-MCI のところにな

ります。それについては、ｲの 3 段階評価の

内訳の通りで、全体の約 82%が「心配なし」

となっておりますけれども、グレーゾーン、

もうちょっとというところも、これだけの

数字が出ているというような形になってお

ります。 

20 ページをご覧いただきますと、こちら

が動画配信のコンテンツになりまして、運

動、脳トレ、音楽、芸術、学習というジャ

ンルに分けられていますが、運動・脳トレ

の方が全体の約 65%を占めているという形

になります。性別につきましても、男性が

23.9%、女性が 75.5%となっております。（4）

はチェックイン機能と申しまして、区内の

地域学習センターなどに設置してあります

QR コードを脳活ラボで読み込むことによ

って、チェックインしてポイントがつくと

いう形になります。狙いとしては、お出か

けしていただくことで社会参加、フレイル

予防、認知症予防になるというような形に

なります。それにつきましては、全体の約
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91%、多くの方が 65 歳以上となっておりま

す。そして（5）が今年度 3 月から始めたば

かりでございますが、スタンプラリーの 2

コースの制覇者数ということになりまして、

27 人、これはこれから増えていくものにな

ります。次の 21 ページをご覧いただきます

と、令和 8 年度の主な PR 出展活動としま

しては、ご覧のようになっておりまして、

しょうぶまつり、そちらでブースを出展さ

せていただきまして、1,000 人以上のご来

場をいただきました。その中で、新規の登

録者数も 450 名程度増えたというところで、

このようなイベントを実施しながら周知と

登録者数の増という目標に向かって行って

いるところでございます。 

今後の方針といたしましては、下に写真

を掲載させていただいておりますが、こち

らは衛生部で 6 月に実施している食育月間

のリーフレットになります。こういったと

ころで脳活ラボをコラボレーションさせて

いただきまして、PR を通じて利用者数を増

やし、介護予防・認知症予防により、多く

の高齢者の方に対して取り組んでいくと考

えております。また、スタンプラリーのコ

ースやデータの分析の方も、委託事業によ

り実施したいというところでございますの

で、その結果につきましても、新たな事業

展開に来年度以降に活用していきたいと考

えております。こちらの報告事項について

は以上でございます。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

ただいまの説明につきまして、ご質問をい

ただきたいと思います。 

はい、お願いします。 

〇佐藤委員 足立区歯科医師会の佐藤です。

脳活ラボの利用状況が、登録者数が多いと

いうところは非常に喜ばしいことだとは思

うのですが、実際この脳活ラボの 1 番良い

点というのは、個人的にはチェックイン機

能が色々なところに今後発展するのではな

いのかなと思いますので、利用者数を増や

すのは、MCS とかもそうですけれど、登録

するだけだったらその 1 回限りで終わって

しまうので、PR 投資すれば数を増やすだけ

は増やせると思うんですけれど、実際に動

いているかというところを見ると、このチ

ェックイン機能とかを利用して、それこそ

先ほど山下委員からも質問があったように、

どのように効果が出ているのかというとこ

ろも、この一定の人がどういうところに行

ってその人たちの健康状態がどうかという

ところも追えるところになっていくと思い

ますので、利用者数を増やすというよりも、

チェックイン機能をいかに使ってもらうか

という方が、今後のこのアプリの使い方の

効率化に活かされるのかなと思いましたの

で、一応意見をあげさせていただきました。 

〇福田高齢者はつらつ支援係長 はい。ご

質問ご意見ありがとうございます。高齢者

はつらつ支援係福田がお答えさせていただ

きます。委員おっしゃれられるように、チ

ェックイン機能、非常に区としても注目を

しておりまして、今現在ですと、区内 23 カ

所ございます銭湯にも置かせていただいて

おります。銭湯では、介護予防事業といた

しまして、「ふれあい遊湯う」という介護

予防のレクリエーションをしていただいた

後に 1 番風呂に入っていただくという事業

を行ったり、先ほど事務局から報告をさせ

ていただきました通り、6 月、今回始まっ

たばかりですが、衛生部と食育月間のコラ

ボということで、衛生部で「推し麺」とい

う形で区内の麺屋さんに対して、「ベジタ

ベライフ＝野菜を食べよう」というキャン

ペーンを実施しております。そこで脳活ラ

ボといたしましも、その協力店舗に QR が読
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み込めるポップ、2 次元コードが読み込め

るポップの方を置かせていただき、ポイン

トが貯まるように工夫をして、区の別の所

管課とも連携をした動きをさせていただい

ております。 

そういった点では、チェックイン機能の

場所というのは、区内様々これから増えて

いくと思います。最近で言いますと、高野

スポーツパークがオープンいたしまして、

そちらにもチェックイン機能が置けないか

と、近くの公園、スポットとして設定する

ように、今、進めております。そういった

意味で、現在、西と東しかスタンプラリー

のコースがないのですが、今年度中に南と

北の方で合計 2 つコースを増やして、チェ

ックインで色々区内を回っていただけるよ

う検討しております。貴重なご意見ありが

とうございます。以上です。 

〇酒井会長 はい、よろしいでしょうか。 

他の方からございませんか。 

私からの確認ですが、委員の方からご指

摘があったチェックイン機能の点について

絡むかと思いますが、21 ページの今後の方

針の（3）に、蓄積されたデータの分析、こ

れは今、委員の方から説明のあったチェッ

クイン機能利用者についての蓄積されたデ

ータ分析というのがメインという理解でよ

ろしいですか。 

〇福田高齢者はつらつ支援係長 はい。事

務局高齢者はつらつ支援係福田がお答えさ

せていただきます。まさにこのデータ分析

というところが、これまで本当にアナログ

で介護予防事業として実施しておりました

ので、なかなかデータ分析というところが

難しい、後追いができないというところが

課題ではございました。区内 10 数万人高齢

者がおられる中で、脳活ラボ、本当に去年

から始まったばかりです。1 年経って、65

歳以上のご高齢者、5,000 人ご登録はいた

だきましたけれども、どこまでデータ分析

で追えるかというところは、これからやっ

てみないとわからないというところではあ

りますが、このチェックイン機能であった

り、各教室、先ほど議題でも挙げさせてい

ただきましたはじめてフレイル予防教室

等々に参加いただくと、QR コードをお出し

させていただいて、ポイントゲット、プラ

ス区の方でもチェックイン機能を使って教

室に参加していただいているデータを得る

ことができますので、そういったところを

今後どういった形で活用して後追いができ

るかというところは、利用者の数にもよっ

てはきますが、今年度 1 年、検討して今後

に活かしてしていきたいと考えております。

以上です。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。 

よろしいですか。 

それでは次の報告事項に参りたいと思

います。報告事項 4、令和 8 年度認知症施

策の普及啓発についてを事務局からご説明

をお願いしたいと思います。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 はい。事

務局の高齢者はつらつ支援課長黒岩でござ

います。令和 8 年度認知症施策の普及啓発

についてということで、認知症の施策のイ

ベント等での取り組みのご報告という形に

なります。 

イベントでの取り組みというところで、

令和 8 年 3 月から 4 月の条例の施行に向け

て周知活動をしてきております。 

まず、令和 8 年 3 月千本桜まつり、舎人

公園で実施しました。ブースを出しまして、

パネル展示と個別相談コーナーで、大内病

院＝認知症疾患医療センターの方に協力し

ていただき、認知症専門の看護師と臨床心

理士の方による個別相談コーナーを実施さ
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せていただきました。相談数としましては、

2 日間で 20 組 28 人の方の相談を受けまし

た。 

4 月には「足立区の介護だより」、こちら

は介護保険者、被保険者の全員 17 万人の方

にお送りしておりますが、こちらの表紙に

認知症条例についてと認知症になってもや

りたいことを叶えている人がいるという記

事を掲載させていただいたところです。 

5 月は足立区役所のアトリウムで、民生

委員と一緒にミンジーフェスタを開催して

おり、こちらでもブースを出展させていた

だきました。こちらの個別相談コーナーで

は、ホウカツの認知症地域支援推進員の方、

5 人の方のうち 3 人の方に来ていただき実

施いたしました。 

次の 23 ページご覧ください。今後の予定

ですが、8 月・9 月の認知症月間イベントに

向けまして、8 月にあだち広報に掲載する

予定でございます。 

9 月の認知症月間のイベントにつきまし

ては、まず講演会を実施させていただきた

いと考えております。こちらは、丹野智文

様による講演で、全国的に認知症ご本人の

方の意見や状況等を発信していただいてい

る方で、認知症として診断されたとしても、

できることがまだまだあるという講演をし

ていただく予定でございます。（2）はアリ

オ西新井でのイベントになりまして、VR 体

験など、（3）区役所本庁舎アトリウムでは、

パネル展示をこの認知症月間の期間中に行

いたいと考えております。 

令和 8 年 10 月には区民まつり（A-フェ

スタにも出展をさせていただく予定です。 

そして、次のページ、令和 8 年 11 月には

女団連＝足立区女性団体連合会との共催で

L フェスタがありますので、こちらにも出

展をさせていただく予定でございます。 

また、3 月千本桜まつりはイベント内容

を考えましてブースを出展させていただく

予定と考えております。 

最後にその他の取り組みといたしまし

て、周知といたしましては、おりがみカフ

ェで家族交流会、認知症本人の交流会とし

て実施しているところですが、こちらの方、

近隣の病院にもチラシを配布して周知をす

る調整をしたいと考えております。そして、

（2）あだち脳活ラボのプッシュメッセージ

ですが、あまり LINE でメッセージが来すぎ

るとブロックされてしまうというところも

ありますので、そこは気をつけながらにな

りますが、認知症月間を始めする認知症施

策に関する取り組み情報を発信していく予

定でございます。こちらの報告については

以上でございます。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

今の報告に出ましたのは、各イベント等に

ついての実施報告というものだと思います。

これらについて説明を受けてご質問等ござ

いましたらお願いしたいと思います。こち

らは各イベントの内容でございますので、

よろしいかと思います。 

それでは、続いて報告事項の 5 に入りま

す。特別養護老人ホーム待機者への対応等

にむけた新規事業の開始について、半貫高

齢者施策推進室長からご説明をお願いした

いと思います。 

〇半貫高齢者施策推進室長 はい。高齢者

施策推進室長の半貫です。高齢福祉課長も

やっておりますので、私の方からご説明を

させていただきます。足立区特別養護老人

ホームにつきましては、令和 2 年度に特別

養護老人ホーム整備方針というものを作り

まして、計画的に整備を推進してきました。

令和 2 年 2,475 人いました特養の待機者に

つきましては、この間整備をしてきて、令
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和 7 年の 2 月には 1,961 人ということで 2

割減少するまでに至ったところです。ただ、

特養の中では多床室といいまして、病院で

いう大部屋というものとユニット型個室と

いって、個室型の部屋がございます。国の

方ではプライバシーの保護というところで

この個室を作る時には多く作りなさいとい

うことになっておりまして、建設にあたっ

て東京都の方から補助金が出ますが、個室

を 7 割、多床室を 3 割にしないと補助金が

出ないという決まりがあります。そういっ

た中で、特養を建設してきたわけですけれ

ども、皆さん、やはり少し値段の安い多床

室の方を希望される方が多くいて、個室の

方については空床、空きが出ているという

課題がありました。また、介護人材の確保

というところが課題にはなっていると思い

ますけれども、特養を整備しますと、やは

りそういった従事する職員の方を集める、

雇用するというところにも課題があるとい

うのが見えてきました。そこで、令和 7 年

の 4 月に、この計画的に整備するという整

備方針を一時凍結しております。凍結しま

して、その間に様々な取り組みをやるとい

うことで、今回この新たに 3 つの取り組み

を行うというものになります。 

まず 1 つ目が高齢者施設入所相談員、高

齢福祉課に 2 名の専門員、ケアマネの資格

ですとか看護師の資格を持っている職員 2

名を配置いたしました。その方々が個別に

相談をお受けするというものになります。

令和 8 年の 7 月、来月からこの相談事業に

ついて、区民からのご相談受付を開始する

予定でおります。また、待機者の中には、

3 年も 4 年も待っている待機者、長期待機

者の方がおります。というのは、医療的ケ

アが必要にも関わらず、希望される特養で

はそのケアが受けられずに、なかなか入所

に至っていないというような方もいますの

で、そういった方々に対してこの相談員が

直接、お話を伺ったりご希望を聞いたりと

いうことで、その方にあった施設に入所が

できるように促していくということも実施

する予定でおります。 

2 つ目になります。高齢者 24 時間 365 日

の相談事業です。今年の 10 月から開始する

予定で今準備を進めております。中でも 2

つございまして、1 つが高齢者相談のコー

ルセンターになります。ご本人からの相談

はもちろんですけれども、ご家族や関係者

の方々からのご相談もお受けいたします。

また、高齢者の虐待の通報ですとか施設に

入っている方であればその苦情の内容等も

この高齢者相談コールセンターの方で受け

る予定でいます。 

もう 1 つは、高齢者相談の AI チャット

ボットになります。こちらは、ご家族が介

護必要になったという時に、若い方がどこ

に相談をしたらいいかも分からない方も中

にはいらっしゃいます。そういった方々が

タブレットなどで、「高齢者、親の介護が

始まりそうなんだけれども、どこに相談し

たらいいですか」ってなると、例えば、「地

域包括支援センターです」、「どこにお住

まいですか」って住所を言うと、近くのホ

ウカツをご案内するというようなイメージ

でおります。こちら 10 月開始に向けて今準

備を進めております。 

また、26 ページ、3 点目になります。特

別養護老人ホーム検索サイト。これは令和

9 年の 4 月開始に向けて今、準備を進めて

おります。区内の特養、今足立区内で 33 施

設ございますが、それぞれどういった特徴

がある施設なのかというのを調べるには、

それぞれの施設のホームページに入って見

ていただかないとならないというような状
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況になっております。今、暫定的に区のホ

ームページに非常に細かい一覧にはなって

おりますが、33 施設を表にして、どんな特

徴があるか、金額はいくらぐらいなのか、

今入りやすい状況なのかというのは 1 ヶ月

に 1 回更新しながらお示ししておりますが、

この検索サイトができれば複数のご希望す

る条件を組み合わせて施設を絞り込み、そ

の中から選んでいただけるというような形

のものになります。こちらも今、構築の準

備を進め 4 月に向けて整えているところで

す。 

4 番のその他のところにございますが、

その他にも取り組みを進めておりまして、

現時点で 5 月 25 日現在の待機者数ですが、

今 1,522 人のところまで下がっているよう

な状況になっております。相談体制につき

ましては 27 ページに図で示しております

のでご確認いただければと思います。私か

らは以上となります。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

これはご質問ありそうですね。はい、お願

いします。 

〇賀川委員 医師会の賀川です。まず、特

養の待機者対応ということで、よく活動さ

れているという、大変素晴しいことだと思

います。最後に待機者数が示されていまし

たけれども、これはやはり介護福祉士、ヘ

ルパーさんが不足しているので、本当に入

れるかどうかと思いますけれど、その点は

いかがでしょうか。非常に高齢者施設が足

立に多くございまして、いわゆる有料老人

ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、老

健、グループホームなど合わせまして、確

か 12,000 から 13,000 ぐらいになっており

ます。その中で、ヘルパーが 3 対 1 ですと

か 5 対 1 でやってらっしゃるところがある

かと思いますけれども、余裕をみて。もち

ろん、そんなに多くはなくていいわけです

が、その辺がやはり本当に介護士が増える

かどうか、以前に申し上げましたように、

足立区内で取り合いになっていますので、

これからの高齢者数も含めまして、これ大

変厳しいのではないかなと思います。 

もう 1 つは、最近ご承知の通り、家賃と

言いますか、毎日の費用、毎月の費用の安

価な施設があります。そうしますと、私の

方で福祉を受けていらっしゃる方も多いも

のですから、そういう点は私といたしまし

て、特養に入れるのか、あるいは、費用の

関係上入れないのかというのもお聞きした

いと思います。 

3 点目、区内の在住の方がご入居されて

いる比率と区外から入居されている比率を

簡単で結構ですので教えていただければ幸

いです。よろしくお願いします。 

〇大滝特養整備担当係長 はい。高齢福祉

課特養整備担当係長大滝から、1 点目、2 点

目に関して、ご説明させていただきたいと

思います。まず、介護福祉士が足りないの

ではないかというお話ですけれども、令和

6 年の見直しにより令和 7 年 4 月に特養の

整備を一時凍結した中で見えてきたものと

しまして、長期待機者の方に関して、入所

の声掛けを待っていますけれども、施設と

待機者の方とのミスマッチというのが起こ

っている。1 つは、おっしゃる通り費用の

安いところというのを皆さん希望されるこ

とによって、医療的ケアが受け入れられな

い施設に長期待っている。またはすごく待

つと思って、お守り的に申し込みはするけ

れど、声かけがあってもまだ入らなくてい

いですという風にお断りするといったよう

なことが起きておりまして、おっしゃる通

りこう施設は建てれば建てるほど介護福祉

士の方が必要になります。ですが、今、東
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京都、国の方で多床室は 3 割、ユニット型

は 7 割までしか新規で建てられないという

形になっておりますので、こちら 26 ページ

の 4 その他（2）待機者数を見ていただくと

分かります通り、現在多床室の内訳として

待機者 1,000 人に対して、ベッドが 1,557

床。ユニット型の方は 522 人の待機者に対

して定員が 2,245 床ということで、このま

ま建て続けていくよりは色々な対策を練っ

て今ある施設を活用していこうということ

で、ここ 2 年ばかり対策をたててきたなか

で、今回、新規事業の立ち上げを検討して

おります。現状については、介護福祉士の

方が足りていないというお話は基本今のと

ころはなく、皆さん基準には達しているけ

れども、新規の施設で集める時に、やはり

色々と募集をかけないとすぐには集まらな

いという現実もございますので、そこに関

してもこちらの方で今後作成するホームペ

ージにおいて、人材募集ですとか、そうい

ったことも施設のご要望を聞きながら、

色々とアナウンスしていければと思ってい

ます。 

生活保護の方に関しましては、現在、ユ

ニット型の方は入れませんので、多床室の

方をご希望いただくような形になります。

以上です。 

〇高柳施設係長 続きまして、高齢福祉課

施設係高柳と申します。3 点目についてご

説明させていただきます。区内の方及び区

外の方の割合とお話をいただきましたけれ

ども、足立区の特養に関してお申し込みし

ていただく際、優先度順に入所希望されて

いる方をリストアップするということでは

あるんですけれども、優先入所基準の中で

点数化いたします。その際に、区内の方は

在住している年数に応じて点数が高くなり

ます。区外の方につきましては、そのとこ

ろ点数が全く入らない 0 点ということにな

りまして、大きくて 9 点、年数が足立区内

1 年ぐらいお住まいであっても、7 点の差は

そこで大きくつきますので、区外の方がご

入所の申し込みをなさった時に今お伝えす

るのは、多床室に入るのは難しいですと話

を差し上げているところです。点数の高い

方から順にご案内しますと、多床数の方は

やはり区内住民歴の長い方で優先度が高い

方、こちらの方の入所が優先されますので、

一方で空床のあるユニット型個室につきま

しては、一部区外の方の入所がある施設も

ございます。それはやはり特養の空きの方

で、例えば北部エリアにあったりするとこ

ろについては、他の自治体と境にあるとい

うところもございますので、近隣の自治体

からのお申し込みも出てきたりする場合が

あります。そうすると一部区外の方のお申

し込みがあり、なおかつ優先度が高い方か

ら順に行った時に、区外の方も声かけの対

象になる場合もございますので、そうする

と一部の特養には区外の方もいらっしゃる

という風な状況になります。比率は一部の

施設の方で数%という程度でございますの

で、非常に大きい人数を定員数に対して占

めているという割合はございません。以上

でございます。 

〇賀川委員 もう 1 度確認いたします。足

立区で福祉を受けてらっしゃる方が、足立

区内の特養、人数部屋に入れるのでしょう

か。入れるような価格設定に特養がなって

いらっしゃるのでしょうか。 

もう 1 点、個室で特養に入ってらっしゃ

る方が、病気急変した場合に、提携病院と

かあると思いますが、その病院に急性の原

因で入られ、少し良くなりましたら特養に

戻れるのかというと、個室の場合は意外と

戻れないですよね。その辺がちょっとお話
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は聞いておりますので、戻れるかどうか、

戻れなかったらその方は他の老人ホームで

あったりとか、そうせざるを得ないその辺

を、ちょっと細かいですけれどもお答えで

きないかと思います。 

〇高柳施設係長 ありがとうございます。

高齢福祉課施設係高柳よりお答えさせてい

ただきます。まず、入所にかかる費用でご

ざいますが、生活保護に関しましては、施

設の利用料金は介護保険の利用者負担段階

で決まります。その中で、負担限度額認定

を申請し、負担軽減を受けることで負担段

階を下げるということはあります。それに

よって、施設の費用というのが、そもそも

が介護保険サービス費と居住費、食費の部

分を賄っておりますので、それ以外の部分

についても生活保護の範囲で収まるという

ところで多床室をご案内しております。施

設に関しては自己負担が出ないようにユニ

ット型個室への申し込みではなくて、多床

室にしているというところがございます。 

次に 2 点目、急性で入院される方という

ことですけれども、個室の方の場合、急性

で一旦ご入院されると戻れないという話が

ございましたけれども、個室に関しては施

設との協議の中で退所の扱いとなった場合

におきましても、個室の場合は優先度が高

い方の上から順に声をかけても、まだ施設

に空床があれば、一旦退所なさって、改め

てお申し込みいただくと、施設に入れる可

能性はあるというところはございます。そ

こが逆に、多床室となってきますと、もう

戻ることが基本的には難しくなるというの

はございます。1 度退所なさると、改めて

申込みいただき審査をしますけれども、そ

の時の点数でやはり声かけがかかるかどう

かというところがございますので、一旦そ

の場合はショートステイとか、そういった

ところで、在宅にいらっしゃる方という風

に認識を変えまして、優先度が高くなるよ

うな方であれば入所対象となる可能性があ

ります。これはケースバイケースで個別に

ご案内するというところで、この件をまさ

に入所相談員の方で承る案件という風に思

っております。 

〇賀川委員 ありがとうございました。各

医療機関は入退院調整をしていますけれど

も、そういう現場での話を共有させていた

だきました。ありがとうございました。 

〇酒井会長 はい。特養に関する需要と供

給、単なる需要と供給というわけではない

というのが、費用の問題や介護人材の問題

で関わっているということが見えてきたと

思います。それでは他にいかがでしょうか

ね。 

〇高柳施設係長 すいません。施設係の方

から補足で説明させていただきます。 

これから改めてご案内してまいります

が、こちらの高齢者施設入所相談員の方が、

まさに病院とのお話であるとか地域包括支

援センターの方での地域で受けておられる

ご相談、「施設入所したい場合はとりあえ

ず特養」という方であるとか、これから退

院が迫っていて、その後の行き先に困って

いるというお話も、情報を得ましたらケア

マネージャーとかに連絡を取りながら施設

情報を提供して進めていくという体制で今

進めております。区民の方からの個別相談

は 7 月からお受けしますが、もう病院やケ

アマネさんとの動きというのはすでに始ま

っておりますので、皆さまの方からもご相

談があればこちらへご連絡いただきたいと

思っております。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

それでは、ここまでの議題と報告と、資料

で 3 つ情報連絡があったと思いますが、ご
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意見、ご質問等があればお願いします。は

い、お願いします。 

〇塩谷委員 足立区介護サービス事業者連

絡協議会塩谷から、ご質問をさせていただ

きます。最後の報告の 5 のところ、2 番高

齢者 24 時間 365 日という相談事業の中で、

②のところに緊急高齢者受付対応業務とい

うところで、緊急保護された高齢者の保護

場所手配等ですね。こういったのが 24 時間

で受付対応をされることになるというのは

すごく私は画期的というか、今まで過去は

おそらく高齢援護係がずっと、多分無理を

されて、すごく長くやられていただいた方

もいらっしゃると認識しておりますけれど

も、その負担が分業されるというとてもい

いことだなと思いながら、あとはですね、

先ほど認知症関連の事業の中に、見守りキ

ーホルダーというものがあって、お 1 人歩

きの方々が、事前に緊急連絡先等の書かれ

たキーホルダーで発見されたところで連絡

が入るというところですけれども、この見

守りキーホルダーの申し込みの時に緊急連

絡先を書くことになっていると思いますが、

足立区身寄りのない方も多くて、そうなる

と、緊急連絡先そのものがなくて、結局は

ケアマネージャーの名前を書くということ

になったりして、そうすると例えば、夜中

にお 1 人歩きで保護された方の緊急連絡先

で、ケアマネージャーへかかってきたりと

か、過去、例えば警察からというとこがあ

りますが、「今から迎えに来てください」

って言われるのですが、もちろんできない

というわけです。例えば今後、その見守り

キーホルダーと連動してしまいますけれど、

その申し込みの時に、身寄りのない方、緊

急連絡先がないからケアマネージャーとな

るのではなくて、例えばこちらの高齢福祉

課、この 24 時間 365 日に連動させていた

だけるとより効率的なのかなと感じたとこ

ろなので、ご検討いただければと思います。 

〇半貫高齢者施策推進室長 はい、高齢者

福祉課長の半貫です。貴重なご意見ありが

とうございます。今まさに検討しています

ので、その中に取り入れて検討進めていき

たいと思います。 

〇酒井会長 はい、ありがとうございます。

非常に難しい問題だと思いますが、検討さ

れてということで本当に心強いなと思いま

す。他いかがでしょうか。 

〇山下委員 足立区医師会の山下です。議

題 2 に関して、認知症のピアサポートです

けれども、ピアサポート、今色々な分野で

普及されていて、例えば精神障がい者、あ

るいは色々あると思うのですが、この認知

症の本人ミーティング、これは大変認知症

疾患の生活上、大変難しい、ハードルが高

いという風に感じております。どなたかが

集まって話をするのとは、少し性格が異な

る。実際、厚労省のピアサポートの手引き、

どちらかというと、まず家族のサポートを

明記してあると私は捉えていますけれども、

その中で本人ミーティングを前面に押し出

してくるというのは大変先端的で画期的で

すし、他の自治体に対して見本を示してい

るいい取り組みだとは思います。ただ、そ

の認知症患者さんを見ている現場でいうと、

やはり困っている家族がたくさんいると、

認知症の方のそれこそ被害妄想もそうです

ね。あるいは一人歩きとかですね。そうい

う人たちはどこに相談していいかわからな

い人たちが今でもたくさんいると、これが

認知症の方たちの誤解などにつながると。

新しくできた条例の主旨に反するような状

況がまだ続いているのでありますが、本人

ミーティングもいいですが、まずは家族に

対するサポートと、おりがみカフェの話が
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ありましたけれども、まだまだ足りないと、

そういった家族に対するサポートは現実的

にはその現場、ケアマネージャーであった

り、あるいは介護事業者であったり、ある

いは訪問看護師であったり、あるいは現場

の医者たちに任されていると、そういうよ

うな状況だと思います。それをこう形にす

る取り組みというのも、もう少し強化して

もいいのではないかなと思いますが、その

点に関してはいかがでしょうか。 

〇佃認知症施策推進担当係長 はい、ご質

問、ご意見ありがとうございます。高齢者

はつらつ支援課認知症施策推進担当の佃よ

りお答えさせていただきます。山下委員お

っしゃる通り、今後、認知症条例ができて、

認知症ご本人の方の発信をする力をつける

というところで考えてはおりますが、認知

症の本人を身近で支えているご家族への支

援というところも、忘れてはいけないとい

う風に考えております。今頂いたご意見も

踏まえまして、今年度、認知施策推進部会

で、より良い形を検討していきたいと考え

ております。ありがとうございました。 

〇酒井会長 他にいかがでしょうか。 

〇榊󠄀原副会長 榊󠄀原です。今の議題 2 のと

ころ、私も少し気になっていまして、他の

自治体、国のこういった動きというのはど

うなのかというところについてお聞きした

いと思います。 

〇佃認知症施策推進担当係長 はい、引き

続き高齢者はつらつ支援課認知症施策推進

担当佃よりにお答えさせていただきます。

全国的な取り組みとしては、大分県であっ

たり、北海道であったり、全国かなり遠い

ところの事例ではありますけれども、年に

1 回、東京にある認知症研修センターとい

うところが全国規模の合同研修会というの

を開催しておりまして、昨年度、私も出席

させていただいて、他治体の先進事例を勉

強してまいりましたので、そういったとこ

ろも参考にしながら、部会の委員の皆様方

と検討して築き上げていけたらと考えてお

ります。 

〇榊󠄀原副会長 他のところでも取り組み

がある、それも参考に取り組みたいと思う

ということで承知しました。そこで山下委

員からもあったように、ご家族の支援など

力を入れるべきところもあるのかなと思う

中で、こちらが先進的だから取り組むとい

う形にならないようにしていただけたらと

思います。 

〇佃認知症施策推進担当係長 はい、あり

がとうございました。配慮しながら検討し

ていきたいと考えております。 

〇酒井会長 はい。この点、私から少し話

しをさせていただきたいと思います。何を

言いたいかというと、認知症の方の意思と

いうものは、認知症で信用能力が不十分だ

というものであったとしても、意思は尊重

されるべきだ。共生社会ですから、この意

味でこの条例という意味、存在は大きいと

いう風にまずひとつ言えると思います。問

題なのは、認知症というレベルに意思の能

力が仮に落ちてしまった方ですので、その

方たちはどういう風に対応するかというと、

基本的に認知症でない皆様が対応していく、

接遇していく、フォローしていくというの

が認知症の方との社会の共生のあり方であ

って、その本人が自ら発信するということ

がメインではないということを抑えていた

だかないと、この本人ミーティングという

ものが、目標として存在しているのだと思

いますけれども、本人ミーティングは無理

です、基本的に。リスクが大きすぎます。

ですから、ここにいう本人ミーティングと

いうのは、そういう場を設けるという意味
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でのものが、認知症カフェとかですね、そ

ういうものとしての存在があり得るんです

けれども、目標値として本人ミーティング

というものを掲げるというのは、本来の認

知症の方との接遇のあり方としては違うか

と思います。ですから、今、委員の方から

もあったように、他の自治体で検討してい

るからやるという事案ではないという点だ

けは抑えていただきたいなと思います。か

なり注意点が多いということだけは理解し

ていただきたいと思います。他かがでしょ

うか。 

はい。今日はかなり豊富な議題、情報の

中で会議が行われたと思います。また皆様

の意見、今日いただいた資料、相当な数に

およびますので、持ち帰り、持ち帰ってい

ただいた後も検討していただいて、次回も

しくは他の会議の中でご意見等を寄せてい

ただければと思います。私の進行の方は以

上でして、他がなければ司会の方にお戻し

します。 

〇尾崎計画調整係長 酒井会長、ありがと

うございました。委員の皆様におかれまし

ても、本日は、長時間にわたり様々なご意

見、ご質問いただきまして誠にありがとう

ございました。以上で、本日の会議は終了

となります。ここから委員の皆様に事務連

絡がございます。委員の皆様につきまして

は今後、各部会で本日の議題に対して協議

をしていただくことになります。各部会の

日程につきましては、お配りしております

資料にも記載がございますけれども、後日

各部会より改めてご案内をいたしますので、

何卒宜しくお願い致します。 

なお、次回の地域ケアシステム推進会議

でございますが、令和 9 年 3 月 16 日、足立

区江北にございます、「すこやかプラザあ

だち」にて開催を予定しております。 

最後ですけれども、区から報酬をお支払

いする委員の皆様につきまして、もし支払

口座に変更があるという場合に関しまして

は、お帰りの際、事務局の方にお声がけい

ただければと思います。報酬は、7 月上旬

目途にお振込みをさせていただければと思

います。また、本日、お車でおいでの方が

いらっしゃいましたら、お帰り際、受付の

方へお申し付けいただければと思います。

駐車券の割引処理をさせていただきます。

それではこれにて令和８年度第 1 回足立区

地域包括ケアシステム推進会議を終了させ

ていただきます。ありがとうございました。 


